
分類群 種子植物

ミヤコジマツヅラフジ

学名 Cyclea insularis (Makino) Hatusima

目名

目名学名

科名 ツヅラフジ科

科名学名 Menispermaceae

カテゴリー 大分県： ⅠＢ（ＥＮ） 環境省： 掲載なし

[選定理由]

生 育 環 境

現 状

備 考

海岸崖地の林縁。

海岸崖地の低木に巻き付いて群生するが，生育地は散在し,そのまとまりは広くない。

暖地植物。九州東海岸では極めて希な生育地である。

生育地は極めて希で,占める面積は狭く,個体数も多くない。海岸の低木に巻き付いているため,その森林
化の影響を受け，絶滅の危険性が高い。

豊後水道域

本州(近畿南部,中国西部),四国,九州(福岡･佐賀･長崎･熊本･大分･鹿児島),沖縄

台湾

県 内 分 布

分 布 域
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